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ファッション・トレンドファッション・トレンド

2025年春夏2025年春夏
プルミエール・ヴィジョン・パリプルミエール・ヴィジョン・パリ

一般財団法人日本綿業振興会
ファッション・ディレクター　柳原 美紗子

　
2
0
2
5
年
春
夏
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン（
P
V
）
パ
リ
は
、
2
月
6
日
か
ら
8

日
ま
で
パ
リ
・
ノ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル
パ
ン
ト
見
本

市
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
会
期
中
の
3
日
間
で
、

1
，1
8
0
社
の
厳
選
さ
れ
た
国
際
的
な
企
業

が
出
展
し
、
1
2
5
ヶ
国
か
ら
集
ま
っ
た
3‌

0
，

3
4
0
人
の
来
場
者
に
向
け
て
、
最
新
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
や
開
発
提
案
が
披
露
さ
れ
た
。
こ
の
大
規

模
な
来
場
者
数
と
そ
の
質
の
高
さ
が
、
P
V
パ
リ

の
業
界
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
地
位
と
、
国
際
的
な

影
響
力
の
強
さ
を
改
め
て
示
し
て
い
る
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
未
来
を

紡
ぐ「
再
生
」

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
素
材
開
発
の

中
心
テ
ー
マ
は
「
再
生
」
で
あ
る
。
特
に
注
目
さ

れ
て
い
る
の
は
、
天
然
繊
維
だ
。
大
地
の
再
生
に

寄
与
す
る
植
物
繊
維
や
、
既
存
の
繊
維
製
品
の
リ

サ
イ
ク
ル
素
材
を
活
用
し
、
土
壌
保
全
を
促
進
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
加
工
工
程

で
は
、
水
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
化
学
薬
品
の
使
用
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
低
負
荷
技
術
が
採
用
さ

れ
、
各
素
材
の
特
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
最
新

の
開
発
技
術
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
テ
キ
ス
タ
イ
ル
産
業
は
今
、
大
き
な
変
革
期
を

迎
え
て
お
り
、
化
石
燃
料
や
集
約
的
農
業
、
規
制

の
不
十
分
な
化
学
プ
ロ
セ
ス
に
依
存
し
た
従
来

の
調
達
方
法
に
代
わ
り
、
持
続
可
能
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
進
行
し
て
い
る
。
資
源
の
効
率
的
な
活
用
、

水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
技
術
、
厳
格
な
化
学
物

質
管
理
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
ル
の
導
入

が
加
速
し
、
よ
り
持
続
可
能
な
生
産
と
消
費
の
モ

デ
ル
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
完
璧
さ
を
追
求
す
る
の
で
は

な
く
、
自
然
素
材
の
特
性
を
技
術
的
な
洗
練
や
魅

力
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
融
合
さ
せ
る
方
向
性
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
ミ
ュ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　
環
境
問
題
を
考
慮
し
た
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ

が
生
ま
れ
、
デ
ザ
イ
ン
性
、
快
適
さ
、
性
能
、
耐

久
性
と
い
っ
た
基
準
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
大
き

な
変
化
が
起
き
て
い
る
今
シ
ー
ズ
ン
。
そ
の
変

化
の
軸
と
な
る
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
ミ
ュ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
（
突
然
変
異
）」
で
あ
る
。
P
V
ト
レ
ン
ド

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ル
ー
シ
ー
・

ジ
ャ
ノ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
テ
ー
マ
の
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
源
は
「
繭
」
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

実
際
、
25
年
春
夏
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
提
案
に

は
、
脱
皮
→
さ
な
ぎ
→
繭
と
い
っ
た
変
容
の
過
程

を
想
起
さ

せ
る
デ
ザ

イ
ン
が
数

多
く
見
ら

れ
る
。
生

地
や
プ
リ

ン
ト
に
は
、

透
明
性
や

光
、
立
体

感
な
ど
、

突
然
変
異

的
な
テ
ク

ス
チ
ャ
ー

や
奇
妙
さ
を
持
つ
デ
ザ
イ
ン
が
取
り
入
れ
ら
れ
、

透
け
感
の
あ
る
素
材
は
、
ま
る
で
さ
な
ぎ
を
包
む

繭
の
よ
う
な
形
状
を
し
て
い
る
。
ト
レ
ン
ド
を
提

案
す
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
、

「
繭
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
近
未
来
的
な
つ
く
り
と

な
っ
て
い
る
。

　
25
年
春
夏
は
、
時
間
の
経
過
と
共
に
形
を
成
す

実
験
、
探
求
、
働
き
か
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

後
押
し
し
、
シ
ー
ズ
ン
ご
と
の
一
過
性
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
長
期
的
視
点
を
育
む
シ
ー
ズ

ン
で
あ
る
。
変
容
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
一
瞬

の
停
滞
を
感
じ
さ
せ
る
季
節
で
も
あ
る
。

3
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ

　
こ
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
、
次
の
3
つ
の
サ
ブ

テ
ー
マ
が
浮
上
し
て
い
る
。

⑴⑴  

リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
再
生
）

リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
再
生
）

　
自
然
と
の
関
わ
り
か
ら
生
ま
れ
る
変
化
を
重

視
し
、
自
然
界
の
再
生
を
目
指
す
テ
ー
マ
で
あ
る
。

コ
ッ
ト
ン
な
ど
自
然
素
材
の
選
択
が
、
生
態
系
の

回
復
に
貢
献
す

る
。
今
シ
ー
ズ
ン

特
に
目
立
つ
の
は
、

動
物
界
に
焦
点

を
当
て
た
デ
ザ
イ

ン
で
あ
り
、
腐
葉

土
や
葉
っ
ぱ
、
海

藻
、
岩
な
ど
地

層
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
ジ
ャ
カ
ー
ド
や

イ
カ
ッ
ト
、
イ
レ
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ギ
ュ
ラ
ー
な
ス
ラ
ブ
生
地
が
使
わ
れ
て
い
る
。

⑵⑵  
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
変
化
）

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
変
化
）

　
昆
虫
の
完
全
変
態
に

見
ら
れ
る
変
容
に
イ
ン

ス
パ
イ
ア
さ
れ
、
根
本

的
に
新
た
な
美
し
さ
を

表
現
す
る
テ
ー
マ
で
あ

る
。
さ
な
ぎ
や
脱
皮
を

想
起
さ
せ
る
透
明
感
や

半
透
明
感
を
持
つ
美
し

い
生
地
、
繊
細
で
立
体

的
な
刺
繍
や
ア
ッ
プ
リ

ケ
な
ど
の
装
飾
が
特
徴

的
で
あ
る
。
光
沢
の
あ

る
輝
き
が
表
現
さ
れ
、
プ
リ
ー
ツ
加
工
や
ジ
ャ
カ
ー
ド
、
ハ
ニ

カ
ム
構
造
な
ど
多
様
な
表
面
効
果
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

⑶⑶  

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン（
順
応
）

ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン（
順
応
）

　
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
素
材
や
技
術
を
追
求
し
、
新
た

な
均
衡
を
提
案
す
る

テ
ー
マ
で
あ
る
。
丈

夫
で
実
用
的
な
コ
ッ

ト
ン
や
、
軽
く
涼
し

い
肌
触
り
を
持
つ
素

材
が
提
案
さ
れ
て
お

り
、
温
暖
化
に
適
応

し
た
通
気
性
の
高
い

素
材
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
ク
ラ
フ
ト
マ

ン
シ
ッ
プ
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
融
合
に
よ

り
、
職
人
技
を
損
な
わ
ず
に
機
械
の
精
密
さ
を
活
か
し
た
ジ
オ

メ
ト
リ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
が
見
ら
れ
る
。

キ
ー
カ
ラ
ー
は「
ミ
ル
キ
ー
イ
エ
ロ
ー
」

　
25
年
春
夏
の
カ
ラ
ー

展
開
も
、「
ミ
ュ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
変
化

し
続
け
る
色
と
ク
ラ
シ
ッ

ク
な
色
を
表
現
し
て
い
る
。

キ
ー
カ
ラ
ー
は
「
ミ
ル

キ
ー
イ
エ
ロ
ー
」
で
、
24

／
25
年
秋
冬
の
黄
土
色
を

漂
白
し
た
よ
う
な
進
化
し

た
輝
き
の
あ
る
黄
色
で
あ

る
。
柔
ら
か
く
、
懐
か
し

さ
を
感
じ
さ
せ
る
色
合
い

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
29
色
の
提
案
色

は
、「
光
の
強
さ
」、「
リ

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
再

生
）」、「
ぼ
や
け
た
釣
り

合
い
」、「
変
異
し
続
け
る

ク
ー
ル
ト
ー
ン
」
と
い
う

4
つ
の
軸
に
基
づ
い
て
い

る
。
光
の
軸
で
は
、
輝
き

へ
の
欲
望
や
未
来
を
予

見
す
る
思
い
が
表
現
さ
れ
、

白
や
暖
色
、
自
然
な
色
合

い
、
冷
た
い
色
合
い
、
単

色
の
輝
き
が
特
徴
的
で
あ

る
。
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
軸
で
は
、
健
康
的

な
色
や
強
調
さ
れ
た
色

合
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
閃
光
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
ぼ
や
け
た

釣
り
合
い
の
軸
で
は
、

曖
昧
な
赤
や
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
カ
ラ
ー
、
乳
白
色

の
パ
ー
ル
シ
ェ
ー
ド

が
見
ら
れ
る
。
ク
ー
ル

ト
ー
ン
の
軸
で
は
、
熟

成
さ
れ
た
色
調
や
ア
ー

ス
カ
ラ
ー
、
生
物
に
イ

ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
色

が
新
鮮
に
映
る
。

　
色
相
別
に
、
前
年
の
春
夏
シ
ー
ズ
ン
と
の
比
較
し
て
み
よ
う
。

・�

ブ
ル
ー
：
ベ
ー
シ
ッ
ク
か
ら
離
れ
て
よ
り
ダ
ー
ク
に
、
ま
た
、

よ
り
グ
リ
ー
ン
寄
り
に
。

・�

グ
リ
ー
ン
：
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
か
ら
よ
り
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
な

り
、
ブ
ラ
ウ
ン
や
グ
レ
ー
に
近
づ
く
。

・�

イ
エ
ロ
ー
：
よ
り
ソ
フ
ト
に
な
り
、
酸
味
の
あ
る
ビ
ビ
ッ
ド

か
ら
離
れ
る
。

・�

コ
ー
ラ
ル
：
よ
り
ピ
ン
ク
味
の
シ
ェ
ー
ド
へ
置
き
換
わ
る
。

・�

レ
ッ
ド
：
パ
ー
プ
ル
や
オ
レ
ン
ジ
味
を
強
め
て
、
よ
り
ダ
ー

ク
に
な
る
。

・�

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
：
よ
り
濃
い
色
目
に
な
り
、
温
か
い
よ
り
ウ

オ
ー
ム
な
方
向
へ
。

・�

白
／
黒
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
：
白
は
パ
チ
ッ
と
し
た
オ
プ
テ
ィ
カ

ル
で
は
な
く
な
り
、
黒
は
色
味
の
あ
る
黒
っ
ぽ
い
色
へ
。

カ
ラ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
全
体
に
優
し
み
の
あ
る
柔
ら
か
く
懐
か
し
い
感
じ
心
安
ら
ぐ
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色
合
い
。
カ
ラ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
ビ
ビ
ッ
ド
カ
ラ
ー
と
く
す
ん

だ
色
を
組
み
合
わ
せ
た
濃
淡
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
色
の
固
定
観
念
を
打
破
し
、
新

た
な
色
彩
の
変
革
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

① 

光
＝
明
る
さ

　
2
0
2
5
年
春
夏
シ
ー
ズ
ン
は
、
強
い
色
合
い
の
日
光
か
ら

明
確
さ
が
引
き
出
さ
れ
て
お
り
、
太
陽
光
線
と
フ
ェ
ー
デ
ィ
ン

グ
が
、
淡
い
色
合
い
か
ら
眩
し
い
色
調
を
生
み
出
し
て
い
る
。

◦
ソ
ー
ラ
ー 

フ
ェ
ー
デ
ィ
ン
グ

◦
パ
ス
テ
ル 

ジ
オ
メ
ト
リ
ー

◦
サ
ニ
ー 

シ
ャ
ン
ブ
レ
ー

② 

カ
ラ
ー
パ
レ
ッ
ト
の
進
化

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
カ
ラ
ー
パ
レ
ッ
ト
の
進
化
が
顕
著
に
見
ら

れ
、
技
術
と
伝
統
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
色
と
の
対
話
が

再
評
価
さ
れ
て
い
る
。
色
彩
の
選
択
肢
は
、
新
し
い
使
い
方
や

領
域
を
探
求
す
る
方
向
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

◦
再
生
さ
れ
た
職
人
技
術

◦
プ
レ
シ
ャ
ス
な
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

③ 

魅
惑
的
な
ダ
ー
ク

　
暗
い
色
合
い
が
夏
の
パ
レ
ッ
ト
に
浸
透
し
、
調
和
に
深
み
と

エ
レ
ガ
ン
ス
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
暗
い
色
は
、
夏
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
驚
き
の
要
素
と
し
て
、
一
つ
の
シ
ー
ズ

ン
に
限
定
さ
れ
る
用
途
か
ら
脱
却
し
、
横
断
的
な
需
要
の
増
加

を
反
映
し
て
い
る
。

◦
サ
マ
ー 

ダ
ー
ク

◦
ブ
ル
ー 

シ
フ
ト

◦
チ
ラ
チ
ラ
し
た
光
の
ト
ー
ン

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク 

ハ
イ
ラ
イ
ト

　「
ミ
ュ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
突
然
変
異
）」
テ
ー
マ
の
下
、︿
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
﹀
と
︿
フ
ァ
ン
シ
ー
﹀
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
の
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
3
つ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
浮
上
し
て
い
る
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

● 

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
コ

　
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
控
え
め
な
素
材
を
求
め
る
声
に
応
え
、
素
朴

な
風
合
い
と
粗
い
ス
ラ
ブ
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
素
材
は
、

素
朴
な
風
合
い
と
粗
い
ス
ラ
ブ
に
よ
っ
て
、
職
人
気
質
で
あ

り
な
が
ら
奇
抜
な
表
現
を
可
能
に
し
、
魅
力
的
な
不
完
全
さ
を

纏
っ
て
い
る
。
不
完
全
さ
が
魅
力
と
な
る
。

● 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン

　
豊
か
で
革
新
的
な
対
話
の
中
で
、
植
物
性
、
動
物
性
、
セ
ル

ロ
ー
ス
系
繊
維
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
、
混
ざ
り
合
い
、
新
た
な
相

性
を
探
求
し
て
い
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
製
品
の
寿
命
が

尽
き
る
ま
で
続
き
、
堆
肥
化
可
能
で
あ
れ
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
で

あ
れ
、
持
続
可
能
性
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
よ
り
、
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
し
、
未
来
の
世
代
に

対
し
て
も
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

● 

エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
・
ウ
エ
イ
ト（
重
さ
は
両
極
端
）

　
一
方
で
は
、
浮
遊
感
の
あ
る
半
透
明
の
ボ
イ
ル
、
ガ
ー
ゼ
、

透
か
し
彫
り
の
生
地
、
幽
玄
に
近
い
洗
練
さ
れ
た
素
材
な
ど
、

ま
す
ま
す
エ
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
な
軽
や
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
も

う
一
方
で
は
、
ふ
っ
く
ら
と
丸
み
を
帯
び
た
厚
み
の
あ
る
丈
夫

な
生
地
が
、た
っ
ぷ
り
と
し
た
密
度
を
持
っ
て
い
る
。
エ
ア
リ
ー

で
浮
遊
感
の
あ
る
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
は
陰
影
の
あ
る
爽
や
か
さ
を

生
み
出
し
、
柔
ら
か
く
し
な
や
か
な
素
材
は
豊
か
な
膨
ら
み
を

持
ち
、
ク
レ
ー
プ
や
シ
ッ
ク
で
安
定
感
の
あ
る
ニ
ッ
ト
は
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
弾
力
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
見
直
さ
れ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
フ
リ
ー
の
快
適
さ
へ
と

誘
う
。

フ
ァ
ン
シ
ー

● 

変
身
の
瞬
間

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
素
材
や
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
に
大
き
な
変
化
が

見
ら
れ
、
突
然
変
異
の
よ
う
な
世
界
が
主
役
と
な
っ
て
い
る
。

寓
意
的
な
表
現
が
、
そ
の
変
化
の
瞬
間
を
と
ら
え
、
精
緻
に
描

き
出
し
て
い
る
。
素
材
は
誇
張
さ
れ
た
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
を
ま
と

い
、
ま
る
で
別
の
も
の
へ
と
変
身
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

プ
リ
ー
ツ
や
ス
モ
ッ
キ
ン
グ
、
ク
ロ
ッ
キ
ー
、
エ
ン
ボ
ス
加
工

は
、
新
し
い
皮
が
生
ま
れ
る
か
の
よ
う
に
生
地
の
上
に
広
が
り
、

透
け
感
や
爬
虫
類
の
よ
う
な
質
感
が
蛹
（
さ
な
ぎ
）
の
殻
を
連
想

さ
せ
る
。

● 

ア
ニ
マ
ル
・
キ
ン
グ
ダ
ム

　
動
物
界
が
新
た
な
視
点
か
ら
眺
め
ら
れ
、
そ
の
魅
力
が
鮮
明

に
浮
か
び
上
が
る
。
爬
虫
類
や
昆
虫
の
甲
羅
は
、
ま
る
で
顕
微

鏡
で
観
察
し
た
か
の
よ
う
に
精
密
で
、
虹
色
に
輝
き
な
が
ら
、

細
胞
の
根
や
茎
が
混
ざ
り
合
っ
た
よ
う
な
抽
象
的
で
拡
大
さ
れ

た
外
観
を
持
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
カ
ー
ド
織
り
、
刺
繍
、
プ
リ
ー

ツ
、
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
ト
な
ど
の
技
法
を
駆
使
し
、
ま
る
で
天
然

の
毛
皮
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
光
の
振
動
や
豊
か
な
テ
ク
ス

チ
ャ
ー
効
果
が
、
動

物
界
の
豊
か
さ
を
際

立
た
せ
て
い
る
。
ま

た
、
ス
カ
ラ
ベ
や
蝶

を
思
わ
せ
る
モ
チ
ー

フ
が
生
き
物
の
世
界

を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に

表
現
し
て
い
る
。

● �

ク
ラ
フ
ト
マ
ン

シ
ッ
プ
3.0

　
3
D
技
術
の
影
響

を
受
け
、
職
人
技
は

再
発
明
さ
れ
、
本
物

志
向
の
鋭
敏
な
熟

練
技
が
光
る
。
天
然

素
材
で
作
ら
れ
た
ギ
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ピ
ュ
ー
ル
や
刺
繍
、
ジ
ャ
カ
ー
ド
は
、
ま
る
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
手

で
作
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
精
巧
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
工
業
的

な
精
密
さ
と
現
代
の
工
芸
品
の
豊
か
さ
が
融
合
し
、
伝
統
的
な

職
人
技
も
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
プ
リ
ン
ト
、
刺
繍
、

レ
ー
ス
、
ジ
ャ
カ
ー
ド
な
ど
の
装
飾
は
、
全
く
新
し
い
表
情
を

見
せ
る
。
装
飾
ス
タ
イ
ル
は
、
柔
ら
か
さ
を
帯
び
た
新
た
な
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
表
現
力
を
採
用
し
て
お
り
、
特
に
儚
げ
な
白
を
基

調
と
し
た
モ
チ
ー
フ
に
そ
の
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
。
消
え
ゆ
く

も
の
も
あ
れ
ば
、
よ
り
力
強
く
生
ま
れ
変
わ
る
も
の
も
あ
る
。

25
春
夏
素
材
の
ポ
イ
ン
ト

　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
要
請
に
応
え
つ
つ
、
洗
練
さ
れ
た

高
級
感
を
損
な
わ
な
い
新
た
な
華
や
か
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

自
然
や
揺
ら
め
く
光
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
デ
ザ

イ
ン
が
特
徴
的
で
あ
り
、
光
沢
感
、
カ
ッ
ト
ジ
ャ
カ
ー
ド
、
立

体
感
の
強
調
と
い
っ
た
視
覚
に
訴
え
る
要
素
が
際
立
っ
て
い
る
。

● 

エ
ア
リ
ー
&
フ
ロ
ー
テ
ィ

　
軽
や
か
で
浮
遊
感
の
あ
る
質
感
が
ト
レ
ン
ド
上
昇
中
。
ナ

チ
ュ
ラ
ル
な
表
情
を
持
つ
コ
ッ
ト
ン
ボ
イ
ル
、
シ
フ
ォ
ン
、
オ
ー

ガ
ン
ジ
ー
、
チ
ュ
ー
ル
な
ど
、
薄
手
で
柔
ら
か
く
空
気
を
含

む
よ
う
な
軽
や
か
な
生
地
が
特
徴
で
、
ニ
ッ
ト
に
も
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。

● 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ク
レ
ー
プ

　
高
密
度
で
丸
み
を
帯
び
た
感
触
の
ク
レ
ー
プ
は
、
動
き
を
感

じ
さ
せ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ク
オ
リ
テ
ィ
が
魅
力
。
強
撚
コ
ッ

ト
ン
ク
レ
ー
プ
は
ス
ト
レ
ッ
チ
フ
リ
ー
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

シ
ン
プ
ル
さ
と
洗
練
さ
れ
た
タ
ッ
チ
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
植

物
繊
維
を
使
っ
た
光
沢
の
あ
る
シ
ル
キ
ー
な
質
感
を
持
ち
、
伝

統
的
な
贅
沢
感
の
あ
る
生
地
も
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

● 

端
正
な
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

　
素
朴
さ
と
端
正
さ
、
自
然
で
控
え
め
な
生
地
へ
の
需
要
に
応

え
る
麻
や
綿
な
ど
の
植
物
繊
維
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

不
規
則
な
節
や
ス
ラ
ブ
に
よ
る
乱
れ
が
、
枠
に
は
ま
ら
な
い
自

由
な
発
想
と
表
現
を
可
能
に
し
、
職
人
的
な
不
完
全
さ
が
魅
力

的
な
効
果
を
生
ん
で
い
る
。

● 

楽
し
げ
な
ツ
ィ
ー
ド

　
ツ
ィ
ー
ド
は
新
し
い
色
使
い
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
織
り
で

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。
厚
手
の
マ
ッ
ト
な
コ
ッ
ト
ン
に

加
え
、
ひ
ら
ひ
ら
と
し
た
細
長
い
布
片
や
飾
り
、
細
い
輝
く
リ

ボ
ン
や
ラ
メ
が
使
わ
れ
、
遊
び
心
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
多

色
の
細
か
い
毛
状
突
起
や
ら
せ
ん
状
の
糸
使
い
が
、
動
き
の
あ

る
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
出
し
て
い
る
。

● 

シ
ャ
イ
ニ
ー
・
ジ
ャ
カ
ー
ド

　
光
る
ジ
ャ
カ
ー
ド
が
広
が
っ
て
お
り
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の

が
ゴ
ー
ル
ド
。
白
っ
ぽ
い
微
妙
な
色
合
い
で
表
現
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
虹
色
は
フ
ィ
ル
タ
ー
さ
れ
、
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
パ

ス
テ
ル
カ
ラ
ー
に
金
箔
を
の
せ
た
大
き
な
花
柄
ジ
ャ
カ
ー
ド
は
、

ま
る
で
生
き
生
き
と
し
た
花
園
の
よ
う
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
な

ゴ
ー
ル
ド
が
幾
何
学
模
様
を
強
調
す
る
ジ
ャ
カ
ー
ド
も
登
場
し

て
い
る
。

● 
動
物
界
か
ら
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
動
物
の
世
界
か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
装
飾
的
な
素
材
が

目
に
付
く
。
柔
ら
か
な
印
象
を
与
え
る
漂
白
さ
れ
た
よ
う
な
質

感
が
多
く
、
プ
リ
ー
ツ
や
エ
ン
ボ
ス
が
新
し
い
皮
膚
の
よ
う
に

広
が
る
。
爬
虫
類
や
昆
虫
の
甲
羅
、
魚
の
皮
の
形
状
が
、
現
代

的
な
ク
ラ
フ
ト
と
3
D
技
術
を
取
り
入
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

● 

エ
レ
ガ
ン
ト
な
シ
ャ
ツ
地

　
し
な
や
か
さ
、
心
地
よ
さ
、
軽
さ
が
特
徴
の
シ
ャ
ツ
地
は
、

女
性
服
の
透
明
感
と
流
動
性
を
取
り
入
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

エ
レ
ガ
ン
ト
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
カ
ン
ト
リ
ー
風
の

シ
ッ
ク
さ
を
備
え
た
繊
細
な
ハ
ン
カ
チ
チ
ェ
ッ
ク
や
シ
ア
サ
ッ

カ
ー
が
多
く
採
用
さ
れ
て
お
り
、
日
本
調
の
微
妙
な
色
合
い
を

持
つ
天
日
干
し
イ
ン
デ
ィ
ゴ
染
め
の
シ
ャ
ン
ブ
レ
ー
も
注
目
さ

れ
て
い
る
。

● 

伝
統
を
破
る
ニ
ッ
ト

　
ア
イ
コ
ニ
ッ
ク
な
カ
ッ
ト
ソ
ー
や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ピ
ケ
、
リ

ブ
が
新
た
な
編
成
技
術
に
よ
っ
て
進
化
し
て
い
る
。
高
密
度
の

フ
リ
ー
ス
や
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
、
極
細
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
ス
ラ
ブ

や
ド
ラ
イ
な
麻
タ
ッ
チ
が
加
わ
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気

を
持
ち
な
が
ら
も
独
自
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ャ
カ
ー
ド
ニ
ッ
ト
は
幾
何
学
的
な
リ
ズ
ム
の
オ
ー
プ
ン
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て
、
心
地
よ
い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
探
求
し
て
い
る
。

● 

柔
ら
か
な
デ
ニ
ム

　
デ
ニ
ム
は
柔
ら
か
な
質
感
に
進
化
し
て
お
り
、
色
合
い
は
控

え
め
で
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
加
工
に
よ
る
褪
せ
た
雰
囲
気
が
主
流
で
あ

る
。
白
や
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
、
濃
い
グ
レ
ー
と
い
っ
た
繊
細
な

色
調
が
多
く
、
光
沢
の
あ
る
デ
ニ
ム
ル
ッ
ク
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。
基
本
的
な
ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ
の
枠
を
超
え
、
デ
ニ
ム
は
多
様

な
ス
タ
イ
ル
に
適
応
で
き
る
素
材
と
し
て
新
た
な
提
案
が
さ
れ

て
い
る
。

● 

新
し
い
視
覚
表
現
の
プ
リ
ン
ト

　
プ
リ
ン
ト
は
ぼ
や
け
た
印
象
が
増
し
、
捉
え
に
く
い
デ
ザ
イ

ン
が
特
徴
的
で
あ
る
。
植
物
学
的
な
モ
チ
ー
フ
か
ら
幾
何
学
的

な
デ
ザ
イ
ン
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
色
合
い
は
常
に
や
や
褪

色
し
、
わ
ず
か
に
歪
ん
で
い
る
。
花
や
緑
の
デ
ザ
イ
ン
は
抽
象

化
さ
れ
、
水
彩
画
の
よ
う
な
ぼ
ん
や
り
と
し
た
パ
ス
テ
ル
調
の

色
使
い
が
特
徴
で
あ
る
。
手
描
き
風
の
花
柄
や
抽
象
的
な
形
状

が
融
合
し
、
乳
白
色
の
色
彩
で
柔
ら
か
く
包
み
込
ま
れ
る
。
大

胆
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
花
柄
や
植
物
プ
リ
ン
ト
が
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
生
地
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
幾
何

学
模
様
は
精
度
と
霞
ん
だ
外
観
を
兼
ね
備
え
、
チ
ェ
ッ
ク
模
様

は
生
地
に
溶
け
込
む
よ
う
に
描
か
れ
、
幻
覚
的
な
効
果
を
生
み

出
し
て
い
る
。
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は
じ
め
に

　
染
色
業
は
他
業
種
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
比
率
が
非
常
に
高
い
業
種
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
い
か
に
抑
え
る

か
が
経
営
上
最
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
過
去

に
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
た
企
業
も

多
い
。
し
か
し
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
は
ト
ラ

ブ
ル
も
多
く
、
設
備
費
用
も
高
額
と
な
る
こ
と

か
ら
、
こ
こ
10
年
は
普
及
が
停
滞
し
て
い
る
。

　

弊
社
で
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
と
運
営
の

手
間
を
抑
え
る
」と
い
う
主
目
的
の
も
と
、
万

能
型
燃
焼
炉
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
推
進
し
て
い

る
。（
写
真
1
）

万
能
型
燃
焼
炉

ボ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
は

　
「
万
能
型
」と
い
う
名
前
の
由
来
は
、「
有
機

物
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
固
形
燃
料
で
も
燃
や
す
」

と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
た
。
バ
イ
オ
マ
ス

を
は
じ
め
と
す
る
固
形
燃
料
に
つ
い
て
は
様
々

な
物
体
が
混
入
す
る
。
例
え
ば
木
質
チ
ッ
プ
１

つ
を
と
っ
て
も
、
木
質
が
持
つ
含
水
率
は
常
に

異
な
り
、
中
に
は
釘
や
鉄
く
ず
が
含
ま
れ
る
こ

と
も
珍
し
く
な
い
。
運
搬
中
に
ダ
ン
プ
車
の
荷

台
を
覆
っ
て
い
る
鉄
板
が
剥
が
れ
落
ち
、
燃
料

と
一
緒
に
燃
料
ヤ
ー
ド
に
運
ば
れ
て
し
ま
い
、

ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
搬
送
系
統
で
詰

ま
る
こ
と
も
あ
る
。

　
小
型
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
安

定
稼
働
が
難
し
い
の
は
、
燃
焼
炉
が

小
さ
い
た
め
に
こ
の
よ
う
な
問
題
に

多
大
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
最
大

の
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
原
因
が
分

か
っ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
含
水

率
を
常
時
一
定
に
す
る
の
は
困
難
で

あ
り
、
釘
や
鉄
く
ず
を
完
全
に
取

り
除
く
こ
と
も
現
実
的
に
は
不
可
能

で
あ
る
。
仮
に
で
き
た
と
し
て
も
管

理
コ
ス
ト
が
大
き
く
増
加
す
る
た
め
、

結
果
的
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

を
導
入
し
燃
料
コ
ス
ト
を
下
げ
る
と

い
う
一
番
の
目
的
が
果
た
せ
な
く
な
り
、
何
の

た
め
に
大
き
な
金
額
を
投
資
し
て
い
る
か
分
か

ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
べ
く

開
発
さ
れ
た
燃
焼
炉
が「
万
能
型
燃
焼
炉
ボ
イ

ラ
ー
」で
あ
る
。
蒸
気
量
は
6
～
10
ｔ
/
h
程

度
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
れ
以
上
の
蒸
気
量
が

必
要
な
場
合
は
2
系
統
を
並
列
し
て
並
べ
る
。

稼
働
実
績

　
約
10
年
前
に
韓
国
の
燃
焼
炉
メ
ー
カ
ー
が
開

発
、
特
許
を
取
得
し
、
韓
国
内
で
は
13
台
、
日

本
で
は
福
島
県
郡
山
市
に
１
台
の
稼
働
実
績
が

あ
る
。（
表
2
）

染色業界における
万能型燃焼炉ボイラーの導入について

株式会社マルエイパスカルエナジー　取締役社長　高木 翔平

写真１：万能型燃焼炉ボイラー外観

表２：稼働実績
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繊
維
染
色
企
業
へ
の
導
入
が
最
も
多
く
５
社
、
続
い

て
製
紙
工
場
３
社
、
そ
の
他
食
品
加
工
業
や
塗
料
メ
ー

カ
ー
へ
導
入
さ
れ
て
い
る
。経
営
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
の
割
合
が
大
き
い
業
種
に
と
っ
て
は
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
の
貢
献
度
が
よ
り
大
き
く
反
映
さ
れ
る
た

め
、
24
時
間
稼
働
の
工
場
が
多
い
染
色
業
界
と
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
は
大
変
相
性
が
良
い
と
言
え
る
。
万
能

型
燃
焼
炉
の
実
稼
働
か
ら
１
０
年
が
経
過
し
、
10
台
以

上
の
実
績
が
あ
る
こ
と
で
設
備
の
改
良
も
進
ん
で
お
り
、

ボ
イ
ラ
ー
効
率
や
燃
焼
効
率
の
改
善
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
簡
易
化
に
つ
い
て
も
技
術
向
上
が
進
ん
で
い
る
。

フ
ロ
ー
図

　

こ
ち
ら
は
万
能
型
燃
焼
炉
ボ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
フ

ロ
ー
図
で
あ
る
。（
図
3
：
フ
ロ
ー
図
）

　

初
め
に
燃
料
ホ
ッ
パ
ー
へ
燃
料
投
入
を
行
い
、
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
で
燃
焼
炉
へ
投
入
さ
れ
て
い
く
。
万
能
型

燃
焼
炉
の
最
大
の
特
徴
は
、
燃
焼
炉
床
面
に
あ
た
る「
火

格
子
コ
ン
ベ
ア
」が
特
殊
鋼
鉄
製
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
に
な
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
火
格
子
コ
ン
ベ
ア
に
よ
っ
て

燃
焼
炉
全
体
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
燃
焼
を
促
し
完
全
燃
焼

さ
せ
、
燃
焼
灰
を
断
続
的
に
取
り
除
く
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
ボ
イ
ラ
ー
の
長
時
間
稼
働
を
実
現
し
て
い
る
。

　

燃
や
し
て
発
生
さ
せ
た
熱
は
燃
焼
炉
上
部
の
水
管
ボ

イ
ラ
ー
で
熱
交
換
し
、
蒸
気
を
発
生
さ
せ
る
。
廃
熱

は
サ
イ
ク
ロ
ン
、
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
り
飛
灰（
フ

ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
）を
取
り
除
い
た
後
、
最
後
は
煙
突
で

1
5
0
℃
以
下
と
な
り
、
N
Ox
や
S
Ox
と
い
っ
た
大

気
汚
染
防
止
に
関
す
る
規
制
値
を
ク
リ
ア
し
て
か
ら
大

気
放
散
す
る
。

図３：フロー図

燃
焼
の
様
子（
写
真
4
：
燃
焼
）

　
燃
焼
炉
の
温
度
は
随
時
セ
ン
サ
ー
で
測
定
し
て
お
り
、

9
0
0
℃
か
ら
1
︐0
0
0
℃
で
完
全
燃
焼
し
て
い
る
。

燃
焼
空
気
が
下
部
と
側
面
か
ら
供
給
さ
れ
て
お
り
、
壁

は
耐
火
レ
ン
ガ
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
耐
火
レ
ン
ガ
は
消

耗
品
と
し
て
考
え
、
4
年
に
1
度
入
れ
替
え
る
。

写真４：燃焼の様子

ク
ロ
ー
ラ
ー
構
造（
写
真
5：火
格
子
コ
ン
ベ
ア
）

　

写
真
は
燃
焼
炉
床
面
の
特
殊
鋼
で
作
ら
れ
た
火
格
子

コ
ン
ベ
ア
で
あ
る
。
火
格
子
コ
ン
ベ
ア
は
、
目
視
で
は

動
い
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
低
速
で
稼
働
し
て
お

り
、
１
周
す
る
の
に
１
時
間
以
上
か
け
て
動
く
。
床
面

の
動
き
が
遅
い
た
め
、
燃
料
は
燃
焼
炉
内
で
30
分
以
上

滞
留
す
る
こ
と
と
な
り
、
完
全
燃
焼
を
図
っ
て
い
る
。

火
格
子
コ
ン
ベ
ア
の
内
側
か
ら
も
空
気
が
供
給
さ
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
酸
素
が
燃
料
の
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写真５：火格子コンベア

全
面
に
常
時
触
れ
て
い

る
こ
と
も
完
全
燃
焼
を

促
進
す
る
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
ク
ロ
ー
ラ
ー

の
耐
久
性
は
、
過
去
10

年
一
度
も
交
換
す
る
こ

と
な
く
稼
働
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
燃
焼
炉
の
真

上
に
水
管
ボ
イ
ラ
ー
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
極

限
ま
で
熱
を
逃
が
さ
ず
、

ボ
イ
ラ
ー
効
率
を
上
げ
て
い
る
。
ボ
イ
ラ
ー
入
口
温
度

の
熱
風
が
約
9
0
0
℃
で
入
り
、
ボ
イ
ラ
ー
の
出
口
で

は
約
2
5
0
℃
ま
で
下
が
っ
て
い
る
。

燃
焼
攪
拌
羽
根（
写
真
：
6
）

　

ま
だ
燃
え
切
っ
て
い
な

い
燃
料
を
押
し
戻
す
た
め

の
攪
拌
羽
根
が
付
い
て
お

り
、羽
根
が
く
る
く
る
回
っ

て
い
る
。
完
全
に
燃
え
る

ま
で
燃
焼
炉
か
ら
こ
ぼ
れ

出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
ボ
イ
ラ
ー
効
率
の
上

昇
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

羽
根
の
軸
に
は
水
が
通
っ

て
お
り
、水
冷
構
造
と
な
っ

て
い
る
。

灰
の
説
明（
写
真
7
：
ボ
ト
ム
ア
ッ
シ
ュ
）

写真７：ボトムアッシュ

　

こ
ち
ら
は
燃
焼
炉
下
か
ら
出
て
き
た
ボ
ト
ム
ア
ッ

シ
ュ
で
あ
る
。
灰
の
色
は
白
く
粒
子
も
細
か
く
き
れ
い

で
あ
る
こ
と
か
ら
、完
全
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ば
い
煙
処
理
設
備（
写
真
：
8
）

　

ボ
イ
ラ
ー
を
通
過
し
た
後
の
ば
い
煙
に
含
ま
れ
る
い

わ
ゆ
る
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
や
飛
灰
と
呼
ば
れ
る
細
か
な

灰
を
取
り
除
く
た
め
の
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
あ
る
。
装

置
の
中
に
筒
状
の
ろ
布
が
約
3
0
0
本
入
っ
て
お

り
、
ろ
布
で
吸

着
し
た
灰
を
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー

エ
ア
ー
で
吹
き

落
と
す
こ
と
で
、

ば
い
煙
に
含
ま

れ
る
細
か
な
灰

を
取
り
除
く
。

大
気
汚
染
防
止

法
に
基
づ
く
定

期
的
な
ば
い
煙

測
定
で
は
主
に

硫
黄
酸
化
物（
S

Ｏ
x
）、
窒
素
酸

化
物（
N
O
ｘ
）、
ば
い
塵
の
濃
度
が
検
査
対
象
と
な
り
、

煙
突
の
出
口
に
て
基
準
値
以
下
に
抑
え
ら
れ
る
集
塵
能

力
を
選
定
し
て
い
る
。

万
能
型
燃
焼
炉
の
特
徴
ま
と
め

　

万
能
型
燃
焼
炉
を
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
と
し
て
活

用
す
る
利
点
を
大
別
す
る
と
２
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

１
つ
目
は
様
々
な
固
形
燃
料
に
対
応
で
き
る
点
。
燃

料
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
稼
働
が
で
き
る
と
い
う
点
は
、

運
営
事
業
者
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

木
質
チ
ッ
プ
が
足
り
ず
燃
料
コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
き
た

か
ら
し
ば
ら
く
は
廃
プ
ラ
系
の
燃
料
に
切
り
替
え
る
、

と
い
う
よ
う
に
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
こ
と
で
、
燃

料
不
足
の
リ
ス
ク
が
大
幅
に
減
少
す
る
。
受
け
入
れ
可

写真６：燃焼攪拌羽根

写真８：バグフィルター外観



T O P I C S

-　8　-

能
な
燃
料
と
し

て
は
、木
質
チ
ッ

プ
、
建
築
廃
材

チ
ッ
プ
、
き
の

こ
類
の
廃
菌
床
、

廃
プ
ラ
を
固
形

化
し
た
R
P
F
、

フ
ラ
フ
燃
料

（
S
R
F
）、
タ

イ
ヤ
チ
ッ
プ
な

ど
を
ベ
ー
ス
と

し
、
混
焼
も
可

能
で
あ
る
。（
図

9
：
木
質
チ
ッ

プ
、
図
10
：

R
P
F
の
写
真
）

　
２
つ
目
の
特

徴
は
、
ク
ロ
ー

ラ
ー
構
造
に
よ

り
安
定
し
て
灰

が
排
出
さ
れ
る

と
い
う
点
。

　
燃
焼
炉
か
ら

確
実
に
灰
が
排

出
さ
れ
る
た
め
、

燃
焼
炉
の
内
部

清
掃
を
す
る
必

要
が
な
く
、
燃

焼
炉
清
掃
の
た

め
に
ボ
イ
ラ
ー
を
止
め
る
必
要
が
な
い
。
よ
っ
て
、
24

時
間
稼
働
の
工
場
に
適
し
て
い
る
。
稼
働
中
は
ス
ー
ト

ブ
ロ
ー
に
て
蒸
気
を
熱
交
換
部
に
吹
き
あ
て
、
灰
が
ボ

イ
ラ
ー
の
水
管
に
固
着
し
な
い
よ
う
処
理
し
て
い
る
。

蒸
気
供
給
事
業
に
つ
い
て

　

弊
社
で
は
下
記
２
パ
タ
ー
ン
の
方
法
で
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

①�

蒸
気
供
給
に
よ
る
、
蒸
気
の
販
売（
通
称
：
E
S
C
O

事
業（Energy Service C

om
pany

）

②�

万
能
型
燃
焼
炉
ボ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム　

設
備
一
式
の

販
売

　
マ
ル
エ
イ
で
は
メ
イ
ン
の
仕
事
を「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
事
業
」と
位
置
付
け
て
い
る
。
設
備
を
販
売
し
て
終
わ

り
と
い
う
わ
け
で
な
く
、設
備
が
安
定
稼
働
し
ユ
ー
ザ
ー

で
あ
る
工
場
に
常
に
蒸
気
を
届
け
る
こ
と
が
最
も
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
蒸
気
供
給
事
業
に
お
い
て

は
設
備
を
弊
社
負
担
で
工
場
の
敷
地
内
に
設
置
し
、
供

給
し
た
蒸
気
を
販
売
す
る
E
S
C
O
事
業
を
基
本
と
し

て
い
る
。（
図
11
：
E
S
C
O
事
業
イ
メ
ー
ジ
）

　

燃
料
調
達
や
人
員
配
置
を
含
め
た
ボ
イ
ラ
ー
の
運
用

ま
で
マ
ル
エ
イ
が
行
い
、
発
生
さ
せ
た
蒸
気
を
工
場
へ

と
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
は

初
期
投
資
を
一
切
か
け
る
こ
と
な
く
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
の
利
点
を
安
定
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
具
体
的
な
作
業
内
容
は
ボ

イ
ラ
ー
の
稼
働
、
ボ
イ
ラ
ー
技
士
を
始
め
と
す
る
人
員

写真10：RPF（廃プラ固型燃料） 写真９：木質チップ

図11：ESCO事業イメージ
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オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
手
配
、
燃
料
の
調
達
、
日
常
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
性
能
検
査
を
始
め
と
す
る
行
政
へ
の
申
請
な

ど
、
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
稼
働
に
関
す
る
全
て
の

業
務
を
弊
社
が
請
け
負
う
。
導
入
企
業
は
設
備
投
資
が

一
切
必
要
な
く
、
電
気
や
水
道
、
ガ
ス
と
い
っ
た
そ
の

他
の
イ
ン
フ
ラ
と
同
じ
よ
う
な
形
で
、
蒸
気
流
量
メ
ー

タ
ー
を
通
し
て
蒸
気
を
購
入
で
き
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　

万
能
型
燃
焼
炉
ボ
イ
ラ
ー
は
環
境
価
値
の
観
点
か
ら

も
大
き
な
優
位
性
が
あ
る
。
木
質
系（
チ
ッ
プ
や
菌
床
ペ

レ
ッ
ト
な
ど
）を
燃
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
脱
化

石
燃
料
の
達
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
染
色
業
界
に

お
い
て
も
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
を
重
視
す
る
傾
向
が

高
ま
っ
て
い
る
が
、
万
能
型
燃
焼
炉
で
は
C
O
２
排
出
量

削
減
に
向
け
た
具
体
的
な
解
決
策
が
導
き
出
せ
る
。

　

例
え
ば
50
％
は
環
境
価
値
の
高
い
木
質
チ
ッ
プ
を
燃

料
と
し
て
活
用
し
、
残
り
の
50
％
は
廃
プ
ラ
を
活
用
し

た
比
較
的
安
価
な
燃
料
を
用
い
る
な
ど
併
用
も
可
能
で

あ
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
と
環
境
価
値
の
ど
ち

ら
を
重
視
す
る
か
企
業
の
方
針
に
よ
っ
て
選
択
可
能
な

点
も
導
入
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
多

種
多
様
な
燃
料
に
対
応
で
き
る
万
能
型
燃
焼
炉
に
し
か

で
き
な
い
最
大
の
特
徴
と
言
え
る
。

補
助
金
に
つ
い
て

　

万
能
型
燃
焼
炉
ボ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
は
経
済
産
業
省

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
促
進
支
援
事
業
費
補
助
金
」の
先

進
設
備
と
し
て
認
定
を
得
て
お
り
、
万
能
型
燃
焼
炉
ボ

イ
ラ
ー
導
入
時
の
補
助
対
象
設
備
と
な
る
。
補
助
率
は

ユ
ー
ザ
ー
の
事
業
規
模
に
よ
っ
て
異
な
り
、
中
小
企
業
：

2
／
3
以
内
、
大
企
業
：
1
／
2
以
内
と
な
る
。
補
助

金
は
E
S
C
O
事
業
に
お
い
て
も
受
給
対
象
と
な
り
、

E
S
C
O
事
業
の
場
合
は
補
助
金
の
受
給
額
分
を
蒸
気

単
価
と
し
て
安
価
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
た
め
、
導
入
先

の
工
場
に
と
っ
て
よ
り
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削

減
メ
リ
ッ
ト
を
見
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。

小
型
の
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て

　

弊
社
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
小
型
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

T
H
A
N
Q
の
国
内
総
代
理
店
と
し
て
も
販
売
し
て
い

る
。
T
H
A
N
Q
は
韓
国
の
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
ブ

ラ
ン
ド
で
、韓
国
内
で
最
も
販
売
台
数
の
多
い
メ
ー
カ
ー

で
あ
り
、
小
規
模
工
場
や
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
暖
房
な
ど

で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
敷
地
面
積
に
よ
っ
て
バ
イ
オ
マ

ス
の
導
入
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
に
対
し
て
も
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
バ
イ
オ
マ
ス
の
導
入
範
囲
が
広
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。（
図
12
：

T
h
a
n
Q
小
型
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
）

ま
と
め

　

世
界
的
な
視
点
か
ら
見
て
も
、
染
色
と
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
は
相
性
が
良
い
業
種
だ
と
い
う
こ
と
を
記
載

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
コ
ス
ト
削
減
の
観
点
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
種
類
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
今
後

は
コ
ス
ト
の
削
減
だ
け
で
な
く
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
や
資
源
の
有
効
活
用
と
い
っ
た
環
境
価
値
の
高
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
選
択
が
必
須
と
な
る
時
代
が
近
づ
い
て
い

る
。
現
に
取
引
先
か
ら
も
C
O
２
削
減
に
関
す
る
具
体
的

な
取
り
組
み
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
と
い
う
企
業
も

少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
流
れ
が
逆
行
す
る
こ
と
は

考
え
に
く
く
、
今
後
の
取
引
に
関
し
て
C
O
２
削
減
が
一

つ
の
大
き
な
チ
ェ
ッ
ク
項
目
と
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。

生
産
活
動
を
続
け
る
限
り
環
境
負
荷
ゼ
ロ
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
が
、
企
業
と
し
て
で
き
る
限
り
最
良
な

選
択
を
行
い
、
省
エ
ネ
創
エ
ネ
の
観
点
か
ら
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
一
つ
の
検
討
材
料
と
し
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

問い合わせ先：
　株式会社マルエイパスカルエナジー
� 取締役社長　高木 翔平
Mail：takagi-s@maruei-gas.co.jp
T e l：058-249-7511
H　P：https://www.pascal-energy.co.jp

図12：ThanQ小型バイオマスボイラー
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

1
　
染
織
を
テ
ー
マ
と
し
た
S
T
E
A
M
教
育
に

つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず「
S
T
E
A
M

教
育
」の
定
義
を
確
認
し
た
い
。
S
T
E
A
M
教

育
と
はScience, Technology, Engineering, 

Arts, M
athem

atics

の
5
つ
の
要
素
を
持
つ

教
育
理
念
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
頭
文
字
を
並
べ
て
S
T
E
A
M
教
育
と
い
う
。

2
0
0
8
年
にG

eorgette Yakm
an

が
提
唱

し
た 
   1）

。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
理
数
・
工
学
系

教
育
政
策
と
し
て
推
進
さ
れ
た
S
T
E
M
教
育

に
A
r
t
s
の
頭
文
字「
A
」を
加
え
た
も
の
で

あ
る
。

　
日
本
で
も
、
政
府
が
S
T
E
A
M
教
育
を
推

進
し
て
い
る
。
2
0
2
1
年
1
月
、
文
部
科
学

省
の
中
央
教
育
審
議
会
の「
令
和
の
日
本
型
学
校

教
育
」の
構
築
を
目
指
し
て
～
全
て
の
子
供
た
ち

の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び
と
、

協
働
的
な
学
び
の
実
現
～
（
答
申
）に
お
い
て
も
、

「
S
T
E
A
M
教
育
等
の
教
科
等
横
断
的
な
学
習

の
推
進
に
よ
る
資
質
・
能
力
の
育
成
」を
目
指

す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る 

   2）

。
こ
の
答
申
で
は

「
S
T
E
A
M 

の
各
分
野
が
複
雑
に
関
係
す
る

現
代
社
会
に
生
き
る
市
民
と
し
て
必
要
と
な
る

資
質
・
能
力
の
育
成
を
志
向
す
る
S
T
E
A
M

教
育
の
側
面
に
着
目
し
、
S
T
E
A
M
の
A
の

範
囲
を
芸
術
、
文
化
の
み
な
ら
ず
、
生
活
、
経

済
、
法
律
、
政
治
、
倫
理
等
を
含
め
た
広
い
範

囲（Liberal Arts

）で
定
義
し
、
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
」と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
急

速
に
科
学
技
術
が
発
展
し
て
変
化
が
激
し
い
時

代
に
お
い
て
、
文
系
・
理
系
や
学
問
の
枠
組
み

に
と
ら
わ
れ
ず
に
課
題
解
決
に
向
か
い
、
幅
広

い
分
野
で
新
し
い
価
値
を
提
供
で
き
る
人
材
の

養
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
3
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
統

合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
2
0
2
3
」に
お
い

て
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
基

軸
と
し
て
示
さ
れ
た
３
つ
の
う
ち
の
２
番
目
に

当
た
る「
知
の
基
盤（
研
究
力
）と
人
材
育
成
の

強
化
」の
中
に
も「
探
究
・
S
T
E
A
M
・
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
抜
本
的
強
化
」

と
い
う
項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る  

   3）

。

　
2
0
2
1
年
3
月
1
日
に
、
経
済
産
業
省
・

未
来
の
教
室
が
運
営
す
る「STEAM

 Library

」

（https://w
w
w
.steam

-library.go.jp

）が
公

開
さ
れ 

   ４）

、
2
0
2
4
年
6
月
10
日
に
、
国
立

研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構（
J
S
T
）

が
運
営
す
る
S
T
E
A
M
教
育
に
関
す
る
情

報
サ
イ
ト「
サ
イ
エ
ン
ス
テ
ィ
ー
ム（https://

scienceteam
.jst.go.jp

）」が
公
開
さ
れ
た 

   5）

。

い
ず
れ
も
、初
等
中
等
教
育
段
階
の
教
員
、児
童・

生
徒
、
保
護
者
が
誰
で
も
授
業
や
家
庭
学
習
の

場
面
で
活
用
で
き
る
教
材（
コ
ン
テ
ン
ツ
）を
揃

え
た
W
e
b
サ
イ
ト
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
単

独
で
な
く
、
国
を
あ
げ
て
S
T
E
A
M
教
育
が

推
進
さ
れ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
筆
者
は
国
立
教
員
養
成
課
程
の
大

学
教
員
な
の
で
、
小
学
校
の
教
員
や
さ
ま
ざ
ま

な
教
科
の
中
学
校
教
員
を
目
指
す
大
学
生
と
接

す
る
機
会
が
多
い
が
、
学
生
た
ち
は
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
身
近
な
こ
と
と
受
け
止
め
て
い
な
い
様

子
が
見
受
け
ら
れ
る
。
S
D
G
s
の
目
標
の
中

で
興
味
・
関
心
が
あ
る
も
の
を
複
数
回
答
可
で

選
ぶ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
際
、
９
番
目
の「
産

業
と
技
術
革
新
の
基
礎
を
つ
く
ろ
う
」を
選
ん

だ
の
は
2
%
と
最
も
低
い
割
合
で
あ
っ
た 

   6）

。

こ
の
傾
向
は
毎
年
続
い
て
い
る
。
小
中
学
生
に

最
も
近
い
教
員
が
理
系
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対

し
て
関
心
を
寄
せ
て
理
解
を
深
め
な
く
て
は
、

S
T
E
A
M
教
育
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
染
織
が
S
T
E
A
M
教
育
の
テ
ー

マ
と
し
て
優
れ
て
い
る
と
考
え
る
背
景
を
解
説
し
、

染
織
を
テ
ー
マ
と
し
た
S
T
E
A
M
教
育
の
可
能

性
に
つ
い
て
論
じ
る
。

染
織
と

染
織
と
S
T
E
A
M

S
T
E
A
M
教
育
教
育

2
　
「
染
織
」と「
染
色
」は
発
音
が
同
じ
で
あ
る
が
、

意
味
が
異
な
る
。「
染
織
」は
布
に
色
を
つ
け
た

り
織
や
刺
繍
で
柄
を
つ
け
た
り
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
作
品
そ
の
も
の
の
布
を
指
す
こ
と
も

あ
る
。
世
界
の
各
地
、
日
本
の
各
地
に
も
、
絣
、

絞
り
、
更
紗
、
型
染
め
、
織
り
、
刺
繍
な
ど
多

様
な
技
法
の
制
作
工
程
を
経
る
豊
か
な
染
織
文

化
が
存
在
す
る
。
工
業
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
は
な

く
、
主
に
伝
統
工
芸
と
し
て
手
作
業
で
制
作
さ

れ
た
も
の
を
指
す
。
染
織
品
に
は
敷
物
や
壁
掛

け
な
ど
も
あ
る
が
、
衣
服
に
す
る
た
め
に
作
ら

れ
る
も
の
が
多
い
。
一
方
で
、「
染
色
」は
糸
や

布
、
紙
な
ど
を
染
料
溶
液
に
浸
し
て
色
を
つ
け

る
こ
と
を
い
う
。
工
芸
の
世
界
で
も
工
業
的
に

染織をテーマとしたSTEAM教育
STEAM Education Focused on  

Dyeing and Weaving Techniques
大分大学教育学部　初等中等教育コース　准教授　都甲 由紀子



-　11　-

も
染
色
は
行
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
染
色
に
は

科
学
的
な
背
景
が
あ
る
。「
色
・
柄
・
形
」の
要
素
で
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
る
洋
服
は
表
現
の
幅
が
広
い
が
、
着
物
な
ど
の
形
が

決
ま
っ
た
民
族
衣
装
は「
色
と
柄
」の
み
で
表
現
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
そ
の
限
ら
れ
た
範
囲
で
技
術
を
競
い
、
染
織
文

化
を
発
展
さ
せ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

　
染
織
を
直
接
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
は
芸
術
学
部
・
美
術

学
部
の
染
織
学
科
で
あ
る
。
染
織
品
の
材
料
は「
繊
維
」で
あ

り
、
繊
維
学
は
染
織
材
料
を
研
究
す
る
こ
と
か
ら
も
発
展
し

た
は
ず
で
あ
る
が
、
繊
維
学
会
の
会
員
の
出
身
大
学
や
現
在

の
所
属
は
理
学
部
や
工
学
部
、
繊
維
学
部
で
あ
る
割
合
が
多

い
も
の
と
思
わ
れ
、
染
織
は
専
門
分
野
と
は
遠
い
も
の
と
受
け

止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
染
織
と
繊
維
の
化
学
を
総
合

的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
家
政
学
部
被
服
学
科
で
あ

る
。
芸
術
系
の
大
学
で
は
い
わ
ゆ

る
理
系
の
入
試
科
目
を
課
す
こ
と

は
な
く
、
入
学
し
て
も
理
系
科
目

を
履
修
す
る
こ
と
は
少
な
い
一
方
、

60
年
ほ
ど
前
の
被
服
学
科
の
授
業

科
目
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
被
服
学
科
は
、
縫
製
技
術
を
習

得
す
る
こ
と
に
重
き
を
お
く
女
子

教
育
か
ら
発
展
し
た
が
、
60
年
前

に
も
被
服
材
料
の
物
理
化
学
か
ら

服
飾
美
学
ま
で
幅
広
い
学
問
分
野

を
扱
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
、
女

子
大
の
家
政
学
部
被
服
学
科
で
繊

維
の
物
理
学
や
化
学
の
科
目
を
担

当
し
た
こ
と
が
あ
る
繊
維
学
会
会

員
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
、
こ
の

状
況
は
少
な
く
と
も
60
年
前
ま
で

遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
被
服
学
科

は
減
り
、
国
立
大
学
法
人
の
２
つ
の
女
子
大
学
か
ら
被
服
学

科
が
な
く
な
っ
て
す
で
に
30
年
以
上
経
過
し
た
。
奈
良
女
子

大
学
は
2
0
2
2
年
に
工
学
部
を
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
は

2
0
2
4
年
に
共
創
工
学
部
を
開
設
し
た 

  8）

︐   9）
。
い
ず
れ

も
家
政
学
部
被
服
学
科
理
系
コ
ー
ス
の
枠
組
み
が「
工
学
部
」

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
根
拠
の
な
い
話
で
は
あ
る
が
、
被
服
学
科
は
、
女
子
が
理

系
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が
珍
し
か
っ
た
時
代
に
、
女
子
が
物
理

化
学
を
学
ぶ
た
め
の
隠
れ
蓑
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
こ
と
も
あ
る
。
女
子
大
に「
工
学
部
」が
設
置
さ

れ
、
共
学
の
工
学
部
に
は「
女
子
枠
」が
設
定
さ
れ
、
女
子
が

隠
れ
ず
に
理
工
系
科
目
を
学
べ
る
時
代
に
な
っ
た
と
受
け
止

め
ら
れ
る
反
面
、
被
服
学
が
蓄
積
し
て
き
た
研
究
成
果
や
学

問
体
系
が
失
わ
れ
て
い
く
危
機
も
感
じ
る
。
家
庭
科
が
女
子

の
み
必
修
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
被
服
製
作
の
占
め
る
割
合

が
大
き
か
っ
た
時
代
は
、
被
服
学
科
出
身
の
家
庭
科
教
員
も

多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
で
は
ず
い
ぶ
ん
減
っ
た
と
も

推
察
さ
れ
る
。

　
筆
者
は
、
高
校
時
代
に
物
理
化
学
を
選
択
し
て
理
系
に
進

み
、
家
政
学
部
被
服
学
科
理
系
コ
ー
ス
が
改
組
さ
れ
て
生
活

科
学
部
生
活
環
境
学
科
生
活
工
学
講
座
に
な
っ
て
2
年
目
に

大
学
に
入
学
し
た
。
そ
の
後
、
私
立
中
学
校
高
等
学
校
に
お

い
て
家
庭
科
の
専
任
教
諭
と
し
て
勤
め
た
の
ち
、
天
然
染
料

に
よ
る
染
色
化
学
の
研
究
を
し
て
博
士
課
程
を
修
め
、
現
在

は
家
庭
科
教
員
免
許
取
得
の
た
め
の
必
修
科
目「
被
服
学
」担

当
の
大
学
教
員
を
し
て
い
る
。
そ
の
立
場
と
経
験
か
ら
、
染

織
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
原
点
で
あ
り
、

S
T
E
A
M
教
育
の
テ
ー
マ
と
し
て
可
能
性
が
大
き
い
と
感

じ
て
い
る
。
小
学
校
教
員
や
染
織
愛
好
家
の
方
達
に
染
色
の

背
景
に
あ
る
サ
イ
エ
ン
ス
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
話
を
す
る
と
、

関
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
染
色
っ

て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
の
で
す
か
？
」と
い
う
質
問
を
受
け
て

驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、「
染
色
と
化
学
を
結
び
つ
け

て
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
ら
、
も
っ
と
理
系
科
目
に
興
味
を

持
て
た
か
も
し
れ
な
い
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
現
在
、
染
織
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
S
T
E
A
M
教
育

の
事
例
は
、
国
内
外
に
存
在
す
る
。STEAM

 Library

に
は

藍
染 

 10）

と
久
留
米
絣 

 11）

を
テ
ー
マ
と
し
た
染
織
関
係
の
項

目
が
2
件
あ
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
で
染
織
を
S
T
E
A
M
教

育
に
応
用
し
た
文
献
も
数
件
報
告
さ
れ
て
い
る
。Kim

, E., 

et al.

（2012

）は
、
韓
国
に
お
い
て
中
学
校
の
S
T
E
A
M

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
染
色
を
挙
げ
て
い

る 

 12）

。
染
色
の
原
理
を
考
え
、Scratch

で
プ
ロ
グ
ラ
ム

し
て
自
分
の
模
様
を
作
成
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

Tresnaw
ati, N

ailah, et al.

（2020

）は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
い
て
S
T
E
A
M
教
育
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
バ
テ
ィ
ッ
ク

を
扱
う
小
学
校
教
員
養
成
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
報
告

し
て
い
る 

 13）

。D
ew
i Suliyanthini, Harsuyanti Lubis

（2022

）は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
学
生
を
対
象
と
し
た
絞

り
染
め
の
S
T
E
A
M
教
育
実
践
を
報
告
し
て
い
る 

 14）

。
合

成
染
料
に
よ
る
絞
り
染
め
の
実
習
を
し
て
、
染
色
が
色
と
光

の
物
理
学
と
そ
の
応
用
技
術
だ
け
で
な
く
、
数
学
や
芸
術
に

繋
が
る
こ
と
を
学
習
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。Im

aduddın, 

M
uham

ad, et al.

（2022

）は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
理
科

教
員
志
望
者
の
研
修
に
エ
コ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て

S
T
E
A
M
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た 

 15）

。
現
時
点
で
、

染
織
と
S
T
E
A
M
教
育
を
組
み
合
わ
せ
た
提
案
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
が
、
少
し
ず
つ
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
る
。

染
織
と
科
学
技
術

染
織
と
科
学
技
術

3
　
手
作
業
で
作
っ
て
い
た
染
織
品
を
科
学
技
術
で
大
量
生
産

表１　被服学科の主要学科目（昭和40年大学設置基準） 7）

学　科　目 授　業　科　目
被服機構学 被服機構学、被服衛生学等
被服材料学 被服材料物理学、被服材料化学、被服商品学等
被服美学意匠学 服飾美学、色彩学、被服意匠学等
被服構成学 被服構成学、被服工作学等
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で
き
る
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
こ
と
が
、
世
界
に
お
い

て
も
日
本
に
お
い
て
も
工
業
社
会Society3.0

へ
の
転
換

点
だ
っ
た
と
言
え
る
。
染
織
は
科
学
技
術
の
原
点
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
産
業
革
命
の
き
っ
か
け
は
綿
織

物
の
紡
績
・
織
布
の
機
械
化
で
あ
っ
た
。
同
じ
時
期
に
合
成

繊
維
や
合
成
染
料
が
生
ま
れ
、
有
機
合
成
に
よ
る
科
学
技
術

も
、
目
覚
ま
し
く
発
展
し
た
。
こ
の
経
緯
を
振
り
返
っ
て
学

び
、Society5.0

へ
の
転
換
に
向
か
う
社
会
を
つ
く
る
と
い

う
当
事
者
意
識
を
育
て
る
S
T
E
A
M
教
育
が
、
今
、
必
要

と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
S
T
E
A
M
教
育
と
い
う
か
ら
に
は
、
数
学
の
要
素
を
位

置
付
け
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。
染
織
に
関
わ
る
科
学
技
術

の
背
景
に
は
数
学
の
要
素
も
多
分
に
あ
る
。
染
織
に
関
連
づ

け
て
小
学
校
算
数
か
ら
高
校
数
学
ま
で
の
学
習
内
容
を
網
羅

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
繊
維
学
会
の
会

員
は
ほ
と
ん
ど
が
理
系
の
進
路
を
選
ん
で
今
に
至
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
算
数
・
数
学
が
得
意

だ
っ
た
方
が
多
い
も
の
と
推
察
す
る
。
し
か
し
、
算
数
・
数

学
は
難
し
い
も
の
と
し
て
忌
避
す
る
人
々
も
多
く
存
在
す
る
。

「
数
」は
抽
象
的
な
概
念
で
あ
る
こ
と
か
ら
理
解
し
に
く
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
具
体
的
な
例
や
実
生
活
と
関
連
づ
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　
数
年
前
ま
で
、
本
格
的
な
繊
維
や
染
色
の
科
学
研
究
を
す

る
た
め
に
必
要
な
分
光
光
度
計
や
測
色
計
・
色
差
計
な
ど
は

高
価
で
、
限
ら
れ
た
技
術
者
や
研
究
者
し
か
扱
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
機
器
も
小
型
化
し
て
廉

価
と
な
り
、
一
般
人
や
初
等
中
等
教
育
で
扱
う
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。「
測
定
」は
科
学
技
術
を
学
ぶ
上
で

重
要
な
要
素
で
あ
り
、
測
定
値
を
数
学
的
に
解
釈
す
る
こ
と

も
S
T
E
A
M
教
育
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
染

織
に
お
け
る
色
の
測
定
は
そ
の
代
表
と
い
え
る
。
天
然
染
色

や
工
芸
染
色
で
も
、
染
料
の
濃
度
や
染
着
量
の
定
量
、
染
色

の
再
現
性
の
確
保
を
す
る
た
め
に
は
、
正
確
に
測
定
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
染
料
の
化
学
反
応
や
色
の
変
化
を
理
解
す
る
た
め

に
は
、
光
の
性
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
関
連
も
学
ぶ
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
物
理
学
や
化
学
の
基
礎
知
識
に
つ
な

が
る
は
ず
で
あ
る
。

染
織
と
地
域
文
化
の
学
習

染
織
と
地
域
文
化
の
学
習

4
　
さ
ら
に
、
染
織
に
お
け
る
芸
術
的
、
文
化
的
背
景
も
重
要

で
あ
り
、
筆
者
は
豊
後
絞
り
や
温
泉
染
な
ど
、
地
域
性
の
あ

る
染
織
品
を
生
み
出
し
て
い
る
人
々
や
地
域
の
研
究
者
と
子

ど
も
た
ち
が
出
会
う
き
っ
か
け
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
大

分
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
で
佐
々
木
淑
子
先
生
と
出
会

い
、
こ
の
よ
う
な
授
業
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。

　
「
旅
す
る
服
屋
さ
ん
」と
し
て
ミ
シ
ン
を
車
に
積
ん
で
日
本

全
国
を
旅
し
た
あ
と
、
2
0
1
6
年
に
別
府
に
辿
り
着
い
て

温
泉
染
を
研
究
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
行
橋
智
彦
氏
に

習
い
な
が
ら
小
学
校
3
年
生
と
風
呂
敷
や
ハ
ン
カ
チ
を
染
め

た
こ
と
も
あ
る（
写
真
1
・
2
）  16）
。
別
府
に
は
明
礬
と
い

う
地
名
が
あ
り
、
そ
こ
で
湯
の
花
か
ら
明
礬
を
産
出
し
て
い

た
歴
史
が
あ
り
、
豊
後
明
礬
研
究
者
の
恒
松
栖
先
生
を
紹
介

し
た
こ
と
も
あ
る
。

　
小
学
校
5
年
生
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
豊
後
絞
り
を

テ
ー
マ
に
し
た
探
究
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
こ
と
が
あ
る 

 17）

。

豊
後
遊
草
会
会
員
に
絞
り
染
め
を
習
い
、
藍
の
発
酵
建
て
に

挑
戦
し
、
絞
り
染
め
研
究
者
の
安
藤
宏
子
先
生
と
小
学
生
を

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
で
繋
い
で
質
疑
応
答
を
し
た
こ

と
が
あ
る
。
藍
染
め
を
通
し
て
酸
性
・
ア
ル
カ
リ
性
、
酸
化
・

還
元
と
い
う
言
葉
に
触
れ
、
藍
液
の
温
度
と
pH
を
測
定
し
て

記
録
し
、
グ
ラ
フ
に
す
る
児
童
の
様
子
や
、
絞
り
模
様
を
つ

け
る
際
に
複
雑
な
三
角
形
を
折
る
こ
と
で
麻
の
葉
模
様
に
挑

写真1　茜や藍で染めた風呂敷作品16) 写真2　染色後の質疑の様子16)

都甲 由紀子，佐々木 淑子，山下 千春，大西 一豊，行橋 智彦：小学校３年生の総合的な学習の時間における天
然染色教材の開発─絞り染めのオリジナル風呂敷，オンリーワン・ハンカチの制作─.大分大学教育学部附属教
育実践総合センター紀要.38，65-78（2020）より引用
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戦
す
る
児
童
も
い
た
。
丁
寧
に
記
録
し
た
グ
ラ
フ

を
見
せ
て
く
れ
た
児
童
に
対
し
て
、
筆
者
は
標
準

偏
差
の
概
念
を
伝
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
小
学
校

3
年
生
に
も
5
年
生
に
も
、
イ
ン
ジ
ゴ
の
構
造
式

を
見
せ
て
藍
染
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

児
童
の
豊
後
絞
り
作
品
は
大
分
市
美
術
館
で
展
示

を
し
て
好
評
を
得
た
。

　
豊
後
絞
り
と
関
連
さ
せ
、
雲
南
省
の
白
族
の
絞

り
染
め
を
紹
介
し
、
小
学
生
に
国
際
的
な
視
野
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
意
識
し
た
。
染
織
に
関
わ

る
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
歴
史
や
文

化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ

た
。
さ
ら
に
、
染
織
は
芸
術
的
な
感
性
教
育
や
国

際
理
解
教
育
と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
と
実
感
し
て
い
る
。

ま
と
め
と
展
望

ま
と
め
と
展
望

5
　

染
織
を
テ
ー
マ
と
し
た
S
T
E
A
M
教
育
に
は

大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。
染
織
に
関
わ
る
科
学
技

術
や
数
学
、
美
術
、
歴
史
、
文
化
を
総
合
的
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
関

心
を
引
き
出
し
、
多
様
な
能
力
を
育
む
こ
と
が
で

き
る
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

１
．�

教
材
開
発
の
推
進
：
染
織
を
テ
ー
マ
と
し
た

S
T
E
A
M
教
育
の
教
材
を
開
発
し
、
初
等

中
等
教
育
の
学
校
現
場
で
活
用
し
て
も
ら
う

基
盤
を
作
り
た
い
。
特
に
、
実
験
や
実
習
を

通
じ
て
、
児
童
や
生
徒
が
実
際
に
染
織
や
織

物
等
を
体
験
し
つ
つ
、
そ
れ
を
科
学
技
術
や

算
数
・
数
学
に
結
び
つ
け
る
教
材
が
求
め
ら

れ
る
。

２
．�

教
員
研
修
の
充
実
：
S
T
E
A
M
教
育
を
実

践
す
る
た
め
に
は
、
教
員
の
意
識
・
理
解
と
ス

キ
ル
向
上
も
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
、
理
系

科
目
に
苦
手
意
識
を
持
つ
教
員
に
対
し
て
、
染

織
を
通
じ
て
科
学
技
術
へ
の
興
味
を
引
き
出
す

研
修
も
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

３
．�

国
際
交
流
の
推
進
：
染
織
文
化
は
世
界
各
地

に
存
在
し
、
異
文
化
理
解
や
国
際
的
に
視
野

を
広
げ
る
き
っ
か
け
と
な
り
う
る
。
海
外
の

染
色
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
国
際
交
流
に
繋
げ
る
こ
と
も
で
き
る

は
ず
で
あ
る
。

　

今
年
度
か
ら
科
研
費
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
衣
生

活
教
材
を
提
案
す
るFashionSTEAM

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」が
始
動
し
た
。
児
童
生
徒
の
関

心
を
集
め
ら
れ
る
S
T
E
A
M
教
育
の
教
材
を
開

発
し
た
い
。
児
童
・
生
徒
に
身
近
な
衣
生
活
や
染

織
文
化
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
理
工
系
科
目
を
学

ぶ
き
っ
か
け
と
な
る
教
材
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

励
み
た
い 

 18）

。
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ク
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（注） 2015（平成27）年に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除された品目があります。

項　目
織    　　　  物 ニット生地 織物・ニット生地合計

従業者数
数　量　（百万㎡） 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額

長繊維 短繊維 計 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （人） 前年比
2014年 785 638 1,424 99.8 1,267 102.8 412 100.7 476 101.4 1,835 100.0 1,743 102.4 10,262 97.1 
2015年 768 653 1,421 （99.9） 1,268 100.1 403 97.8 465 97.8 1,824 （99.4） 1,733 99.5 10,162 99.0 
2016年 767 648 1,416 99.6 1,251 98.6 401 99.7 460 98.8 1,817 99.6 1,710 98.7 10,321 101.6 
2017年 778 643 1,421 100.4 1,242 99.3 400 99.8 448 97.5 1,821 100.2 1,690 98.8 10,076 97.6 
2018年 774 628 1,402 98.7 1,233 99.3 411 102.6 455 101.5 1,813 99.6 1,688 99.9 10,196 101.2 
2019年 756 605 1,361 97.0 1,217 98.7 402 97.7 442 97.0 1,763 97.2 1,659 98.3 9,985 97.9 
2020年 601 567 1,167 85.8 977 80.2 347 86.5 370 83.7 1,514 85.9 1,346 81.2 9,703 97.2 
2021年 619 557 1,176 100.8 1,019 104.3 379 109.1 397 107.5 1,555 102.7 1,416 105.2 9,513 98.0 
2022年 606 558 1,165 99.0 1,081 106.1 388 102.4 418 105.3 1,552 99.9 1,500 105.9 9,103 95.7 
2023年 610 548 1,159 99.5 1,117 103.3 389 100.4 443 105.9 1,548 99.7 1,560 104.0 8,754 96.2 

2023年1-3月 150 135 286 99.2 271 105.6 97 106.0 107 112.4 383 100.8 378 107.4 8,899 95.3 
2024年1-3月 147 122 269 94.0 270 99.7 89 91.0 103 96.1 358 93.3 373 98.7 8,767 98.5 
2023年4-6月 155 140 295 102.0 282 105.1 98 103.4 112 109.5 392 102.3 394 106.3 8,908 95.0 
2024年4-6月 155 131 286 97.0 286 101.4 90 92.5 106 95.1 376 95.9 392 99.6 8,831 99.1 
2023年7月 51 46 98 100.3 93 102.7 32 100.0 37 104.9 130 100.3 131 103.3 8,889 95.1 
2024年7月 50 46 97 98.9 96 102.6 31 94.7 36 96.0 127 97.9 131 100.7 8,762 98.6 
2023年8月 47 44 90 99.9 89 102.9 30 95.6 34 100.9 120 98.7 123 102.3 8,844 95.0 
2024年8月 43 38 81 90.3 85 95.2 28 91.6 32 93.4 109 90.6 117 94.7 8,751 98.9 

2023年1-7月 357 322 678 100.5 646 104.9 227 104.0 256 110.0 906 101.4 902 106.3 - -
2024年1-7月 352 300 651 96.0 652 100.9 209 92.2 245 95.7 861 95.1 897 99.4 - -
2023年1-8月 403 365 769 100.5 735 104.7 257 102.9 290 108.9 1,026 101.1 1,025 105.8 - -
2024年1-8月 395 338 733 95.3 736 100.2 237 92.1 277 95.4 970 94.5 1,013 98.8 - -

（従業者数は3月・6月・7月･8月末）

（注）	�2023（令和５）年以前の数値は、経済産業省 生産動態統計年報 繊維・生活用品統計編による確定値、2024（令和６）年の数値は、
生産動態統計月報の累計です。

	 2015（平成27）年１月に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除、統合された品目があります。
	 2015（平成27）年	 削除：織物の「麻織物」、毛布の「毛布」及び「加工金額」
		�  加工数量の前年比の（　）内の数値は、2015（平成27）年改正に対応するため、2014（平成26）年の数値

から削除された「麻織物」を差し引いた数値と比較して算出した比率です。
	 四捨五入により下一桁に誤差の生じる場合があります。
	 比率は数量千㎡、金額千円単位での計算値。
※�2023（令和５）年経済産業省 生産動態統計年報が公表されましたので、2023（令和５）年の数値を、月報の数値より年報による確定値に変更いた
しました。（2024.6.28）

前年比：%

染色整理加工実績推移 （数量・金額・従業者数）

長・短織物及びニット生地加工数量 織物及びニット生地加工金額
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ニッセンケンだより 持続可能な
産業の実現へ

　「清潔」「衛生」「快適」を提案するSEKマーク。様々な機能加工マークがありますが、そのうちの抗ウイルス加工
マークが10月１日より新たに２つのマークに生まれ変わりました。これまでの基準（抗ウイルス活性値3.0以上）は
『Excellent effect』へと表示が変更になり、新たな基準（抗ウイルス活性値2.0 ～ 3.0未満）として、『Good effect』
が設置されました。
　新たな基準の設置により、例えば使い捨て製品、製品の洗濯の頻度、ヒトの触れる機会が多い製品といった製品の
設計・使用用途に合わせて、目標とするSEKマークを選択することも可能となります。
　『確かな性能と安全性、適切な表示』が確保されたSEKマーク認証が幅広い製品へ広まり、それを手にする消費者の
生活がより快適になることが期待されます。

◆試験のお悩みお伺いします
　新型コロナウイルスが５類感染症に移行されてから、メディアで取り上げられる機会は減り
ましたが、冬の乾燥する季節には、インフルエンザやノロウイルスを含めてウイルスがらみの
感染症が毎年のように流行しています。快適で衛生的な生活を送るためには、ウイルス対策製
品の活用が有効となります。
　そこで、ニッセンケンではウイルス対策製品のお悩み解決に向けての試験や取り組み・サポートを強化しています。
　⃝定期的な性能チェックやロット管理の試験の頻度や価格について相談したい。
　⃝実使用に合わせて試験規格をアレンジしたい。
　⃝ウェットティッシュなどの場合、どのように性能を評価すればよいか。　などなど
　少しでもお悩みのことがありましたらオンライン・対面での試験相談も承っておりますので、ご興味のある方は是
非お気軽にご相談ください。

マーク名称 基準値 表示（一部抜粋） マーク

抗ウイルス加工マーク
（Excellent effect）

抗ウイルス活性値Mv
Mv ≧ 3.0

繊維上の特定のウイルスの
数を99.9%減少させます。

抗ウイルス加工
 Excellent effect

抗ウイルス加工マーク
（Good effect）

抗ウイルス活性値Mv
2.0 ≦ Mv ＜ 3.0

繊維上の特定のウイルスの
数を99％減少させます。

抗ウイルス加工
    Good effect

〒111-0051 東京都台東区蔵前2-16-11　TEL：03-5830-6660　E-mail：pr-contact@nissenken.or.jp
（本部）一般財団法人ニッセンケン品質評価センター

【バイオケミカル試験に関する詳細情報を
ご提供しています】

【バイオケミカル試験に関するお問い合わせ先】

抗ウイルス・抗菌・抗アレル等のバイオケミカ
ル試験に関する各種詳細資料（PDFファイル）は、
こちらからダウンロードできます。
https://nissenken.or.jp/order/download/

▶ニッセンケン事業拠点
https://nissenken.or.jp/outline/locations/

最寄りの各事業拠点にお気軽にお問い合わせください。
お問い合わせフォームからもお受けしています。

バイオケミカルグループ 特設サイト
https://biochemical.nissenken.jp/

▶お問い合わせフォーム
https://nissenken.or.jp/contact/
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お 知 ら せお 知 ら せ

経済産業省
⃝第１回　繊維産地における	
　  サプライチェーン強靱化に向けた対応検討会	
	 10月17日　於　経済産業省

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社	
（経済産業省委託）
⃝「令和６年度　製造業における外国人材受入れ支援事業」	
　  第２回　製造分野特定技能１号評価試験有識者委員会	
	  ９月 ４日　於　ハービスOSAKA

全国短繊維織物無地染工業組合
⃝第２回　企画・情報委員会	
	  ９月27日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋

繊維評価技術協議会
⃝「繊維製品の環境配慮設計に関する標準化」	
　  第１回　技術分科会	
	  ９月30日　於　アットビジネスセンター東京八重洲通り

日本化学繊維協会
⃝「繊維製品の環境配慮設計に関する標準化」	
　  第１回トレーサビリティ情報分科会	
	  ９月17日　於　化繊協会（繊維会館）

繊維学会
⃝学会誌編集員会	
	  ９月 ９日　於　リモート	
	 10月21日　於　リモート

日本繊維機械学会
⃝テキスタイルカレッジ「染色加工（基礎）」聴講	
	  ９月26日・27日　於　リモート
⃝テキスタイルカレッジ「染色加工（理解に役立つ科学）」聴講	
	 10月24日・25日　於　リモート

日本繊維技術士センター（JTCC）
⃝実践の染色講座（捺染）講師	
	 10月12日　於　リモート

　古くから日本人が大切にしている価値観の一つに
「もったいない」がある。これは「物を無駄にせず最大
限活用し、大切に使う」という精神である。この「もっ
たいない」精神を商品作りに役立てているのが、飲料
メーカーのKIRINである。同社の酎ハイ「氷結」と言え
ば飲んだことがある方も多いのではないだろうか。そ
の「氷結」から、規格外で出荷できず廃棄される予定で
あった果実を使った「氷結mottainai」シリーズが展開さ
れている。現在は第２弾で高知県の「ぽんかん」を使用
したものを販売中だ。第１弾は横浜の希少なブランド
梨を使った「mottainai浜なし」で大好評だった。このプ
ロジェクトによって、見た目が悪いというだけで廃棄
される予定だった「もったいない果実」を有効活用する
ことができ、処分で排出されるはずだったCO2も削減
できる。当初は浜なし22,000個分のロス削減を目標とし
ていたが、最終的に34,000個分を削減することができ
たようだ。また売り上げ１本につき１円が果実農家へ
と寄付され、第１弾の寄付額は約600万円になった。味
が美味しかったのはもちろんだろうが、まだ食べられ
る物を廃棄するもったいなさや環境負荷に対する消費
者の関心も高かったと思われる。また株式会社「ドール」
も同様に「もったいないフルーツアクション」と称して
規格外のバナナを活用した商品の販売に取り組んでい
る。こちらはケーキやジャム、ドリンク等、違う食べ
物に生まれ変わるだけでなく、BBQ用の炭や脱臭剤の
商品化も進めているというから面白い。もちろん個々
人がフードロス削減に取り組むことは重要だが、この
ように企業が先頭となって楽しく美味しく環境負荷を
軽減する取り組みを行ってくれる事で消費者である私
たちもその活動に参加しやすくなる。今度見かけたら
是非購入してみようと思う。
（E-mailadress：gyoumu.osk@nissenkyo.or.jp）
� 一般社団法人日本染色協会　編集部

編集後記 主 要 行 事 令和₆年₉月・10月

　この度、有害物質を含有する家庭用品規制に関する法律（以下、「家庭用品規制法」といいます。）に関するHPに、
2023年度の試買品検査結果が公表されました。（平成28年度からは、「特定芳香族アミンを生成するアゾ染料」も規制
の対象となっています。）
　アゾ化合物については、試買検査282件のうち、違反件数は０件でした。その他の有害物質はホルムアルデヒドで
３件の違反がありました。
　なお、2023年度の試買件数は総計7,856件で、規制有害物質が検出された違反件数は４件（0.05%）でした。家庭
用品別で見るとホルムアルデヒドの違反件数３件は、いずれも生後24月以内の外衣となっており、もう１件は繊維製
品以外の住宅用洗浄剤の容器でした。
　詳細については、下記の家庭用品規制法に関するHP「都道府県･政令市等･特別区の家庭用品安全対策事業」をご覧
ください。
　https://www.nihs.go.jp/mhlw/chemical/katei/jichitai.html

家庭用品規制法に基づく2023年度試買品検査結果について
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●用紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー
　　　 責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
●製造、廃棄に発生するCO₂をカーボンオフセット済
●CO₂排出量：1,811g/部

1,811


